
西
条
市
職
労
は
４
月
14
日

「
組
合
説
明
会
＆
新
採
歓
迎

会
」
を
実
施
。
説
明
会
に
は

新
採
職
員
23
人
が
参
加
し
、

最
初
に
『
県
本
部
青
年
部
作

成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
を
上
映
。
県
本

部
・
山
内
青
年
部
長
か
ら

『
６
／
11
～
12
ド
キ
ジ
ャ
ム
』

（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
交
流

企
画
）
参
加
の
よ
び
か
け
が

あ
り
、
続
い
て
『
組
合
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
』
を
、
四
役
と

書
記
局
に
よ
る
掛
け
合
い
形

式
で
説
明
。
そ
の
後
、
新
採

歓
迎
会
を
開
催
し
、
新
採
30

人
と
執
行
部
・
青
年
部
ほ
か

総
勢
65
人
が
参
加
。
新
採
職

員
の
個
性
あ
ふ
れ
る
自
己
紹

介
や
青
年
部
主
催
『
ビ
ン
ゴ

大
会
』
で
参
加
者
全
員
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
新
採
全
員
加
入
を
め

ざ
し
、
今
後
も
職
場
で
声
を

か
け
て
い
き
ま
す
。

市
立
宇
和
島
病
院
労

組
は
４
月
23
日
、
新
入

組
合
員
の
歓
迎
会
と
組

合
員
の
交
流
会
を
兼
ね

て
「
西
条
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
園
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
、
新
採
組
合
員
も
含
め
て

大
人
42
人
・
子
ど
も
６
人
の

48
人
が
参
加
。
大
型
バ
ス
と

中
型
バ
ス
の
２
台
で
宇
和
島

を
出
発
。
西
条
到
着
後
、
ま

ず
ビ
ー
ル
工
場
を
見
学
。
で

き
立
て
の
ビ
ー
ル
を
試
飲
し

昼
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ

放
題
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
楽
し

み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
話
を

し
な
が
ら
「
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
雰
囲
気
」
で
、
新

採
の
方
も
先
輩
と
た
く
さ
ん

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
腹

と
心
が
満
た
さ
れ
た
『
と
て

も
良
い
ツ
ア
ー
』
に
な
り
ま

し
た
。

宇 和 島 愛 媛 中 央 （ 松 山 ） 西 条 周 桑 宇 摩 （ 四 国 中 央 ）

（１） 第４７２号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 ５月１５日

第 ４７２ 号

日 程

【５月】
８ 国民平和大行進

（高知県→愛南町）
14 自治労連書記全国学習交

流集会（埼玉～15）
17 県本部拡大執行委員会
18 元周病職員裁判（高松）
19 医療要求中央行動（東京）
20 夏季要求中央行動（東京）
21 四国保育合同研究集会

（高知～22）
22 国民平和大行進

（四国中央市→香川県）
25 東予総支部会議（西条）
25 南予総支部会議（西予）
28 女性部幹事会
28 現業評幹事会
【６月】
１ 周病闘争支援共闘（東予）
５ 医療介護評総会（内子）

えひめ母親大会（東温）
働くものの学習交流集会

11 青年部大会（松山）
11 四国ブロック青年部ドキ

ジャム（松山～12）
11 自治労連現業全国学習交

流集会（山口～12）

■各自治体で2015年度末までに『地方創生総合戦略』が策定され、今年度より事業推進の

段階に入っています。県内市町では「人口減少対策・移住定住促進」が急がれています。

全国首長アンケート（2015.3）では、「人口減少対策」のため自治体が強化する施策の第

１位が「雇用確保」、第２位が「子育て環境の充実」となっています。一方、地方創生に

関し「地域活性化の事業をすすめる人材が不足している」と地方自治体の約80％が回答し、

「現場の第一線で中核的に活躍する人材が不足している」と約75％が回答していると報じ

ています（3/16 愛媛新聞）。

１）H29年度職員採用に向けて、「行政サービスの維持や将来へ
の継承」「安定した雇用の創出」をめざし、人員不足により過
重労働となっている職場実状をふまえ、「計画的で安定的な正
規職員採用・人材確保」をすすめること。

２）とりわけ、①採用辞退も生まれている専門職員（土木・建築・
保健師など）、②子育て環境充実のための保育士、③いつまで
も暮せる地域のための医療介護職員、④住民サービスを支える
現業職員の採用など、これまで以上に対策（初級採用や年齢制
限緩和など）をすすめること。

３）育児休業取得者の代替職員として正規職員採用を行うこと。
育児休業取得者を定数外とし、取得者所属課に正規職員を配置
すること。

■４月20日午前、西条市役所で県市長会長（青野勝／西条市長）に「市職評議会要請書」

を提出（写真）。県本部・後藤委員長と西条市職労・八木委員長・渡辺書記長が要請し、

梶本事務局長が対応。午後は、県自治会館で県町村会長（上村俊之／上島町長）に「町

村職評議会要請書」を提出し、渡部事務局長に要請しました。

憲 法 集 会 （ 松 山 ） 内 山 （ 内 子 ） 今 治 新 居 浜



四
国
中
央
市
職
労
は
４
月

15
日
「
保
育
部
会
の
組
合
説

明
会
」
を
開
催
し
、
新
規
保

育
士
・
保
育
士
未
加
入
者
と

先
輩
保
育
士
・
組
合
役
員
の

総
勢
16
人
が
参
加
。
喜
井
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
組
合

の
活
動
紹
介
、
参
加
者
の
自

己
紹
介
の
あ
と
、
先
輩
保
育

士
が
「
全
国
の
仲
間
と
交
流

で
き
、
保
問
研
な
ど
に
も
行

け
て
大
変
勉
強
に
な
り
、
保

育
士
と
し
て
役
立
て
て
い
る
。

実
費
で
行
く
の
は
負
担
で
、

組
合
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ

た
。
み
な
さ
ん
も
加
入
し
て
、

保
育
士
と
し
て
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
作
成
『
組
合

紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
も
上
映
。
会

話
の
中
で
「
組
合
の
大
切
さ
」

も
語
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
参

加
で
き
な
か
っ
た
新
採
保
育

士
に
は
、
後
日
資
料
を
届
け

て
職
場
で
加
入
を
よ
び
か
け

ま
す
。

新
居
浜
水
道
労
組
は
４
月

12
日
、
恒
例
の
「
異
動
者
歓

迎
会
」
を
開
催
し
22
人
が
参

加
。
お
寿
司
を
食
べ
な
が
ら
、

①
自
己
紹
介
、
②
水
道
局
に

来
ら
れ
た
方
へ
一
言
、
③
仕

事
の
状
況
、
④
組
合
に
つ
い

て
発
言
。
「
若
手
も
増
え
、

団
結
し
て
仕
事
が
で
き
る
職

場
と
感
じ
る
」
と
の
発
言
が

あ
り
、
一
方
で
「
将
来
大
き

な
施
設
更
新
な
ど
で
不
安
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

組
合
未
加
入
の
方
も
参
加
し

「
加
入
を
前
向
き
に
検
討
」

と
表
明
も
あ
り
ま
し
た
。
組

合
に
は
「
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

の
声
が
多
く
あ
り
、
最
後
に

「
自
治
労
連
共
済
」
の
説
明

を
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
４
月
21

日
、
毎
年
恒
例
の
「
婦
人
部

新
採
歓
迎
昼
食
交
流
会
」
を

開
催
。
出
先
か
ら
も
女
性
組

合
員
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、

本
庁
の
女
性
新
採
職
員
含
む

72
人
が
参
加
。
『
あ
た
た
か

な
雰
囲
気
』
の
会
と
な
り
ま

し
た
。
採
用
５
年
目
の
職
場

先
輩
か
ら
「
自
分
も
仕
事
を

始
め
て
ツ
ラ
イ
時
期
も
あ
っ

た
け
ど
、
組
合
で
つ
な
が
り

が
で
き
て
、
頑
張
っ
て
こ
れ

ま
し
た
」
と
歓
迎
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。
新
採
職
員
か

ら
「
入
庁
し
て
３
週
間
、
ま

だ
慣
れ
ず
入
力
ミ
ス
な
ど
も

あ
り
ま
す
が
、
め
げ
ず
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
な

ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
会

の
最
後
に
、
新
採
さ
ん
へ
先

輩
職
員
か
ら
花
束
を
贈
呈
し
、

新
し
い
仲
間
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

伊
予
市
職
労
は
４
月
17
日

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
、

組
合
員
と
家
族
１
４
１
人

（
う
ち
子
ど
も
65
人
）
が
参

加
。
今
年
は
天
候
不
順
で
イ

チ
ゴ
の
生
育
も
安
定
せ
ず
開

催
時
期
延
期
を
繰
り
返
し
、

ま
た
雨
予
報
で
不
安
な
当
日

を
迎
え
ま
し
た
が
、
朝
方
に

は
雨
も
上
が
り
無
事
開
催
で

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
翠
小

学
校
付
近
の
清
掃
活
動
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
30
分
の
短
い
時

間
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
多
く
の
ご
み

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
カ
所
の
園

に
分
か
れ
て
イ
チ
ゴ
狩
り
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
暑
い
ハ
ウ

ス
の
中
で
、
思
い
思
い
に
熟

し
た
イ
チ
ゴ
を
摘
み
取
っ
て

は
パ
ク
リ
ッ
☆
職
場
の
仲
間

で
談
笑
し
た
り
、
家
族
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
治
市
職
は
４
月
28
日
、

青
年
部
主
催
「
新
入
職
員
歓

迎
会
」
を
行
い
、
新
入
職
員

と
市
職
・
水
道
労
組
の
組
合

員
あ
わ
せ
て
28
人
が
参
加
。

市
職
と
水
道
労
組
の
合
同

実
行
委
員
会
で
「
仕
事
終
わ

り
で
集
ま
り
や
す
い
場
所
に
」

と
市
役
所
か
ら
近
い
居
酒
屋

で
開
催
し
ま
し
た
。
乾
杯
の

あ
と
、
先
輩
・
後
輩
入
り
混

じ
っ
て
仕
事
や
趣
味
の
話
な

ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
組
合
員
が
『
得

意
の
手
品
』
を
披
露
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
同
士
の
自
己
紹

介
も
兼
ね
て
『
名
前
で
ビ
ン

ゴ
』
を
行
い
、
そ
の
後
、
先

輩
か
ら
新
入
職
員
へ
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
激
励
の
言
葉
を
送
り

ま
し
た
。
最
後
に
、
青
年
部

か
ら
「
今
後
も
み
ん
な
が
交

流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
仕
事

に
役
立
つ
学
習
な
ど
を
企
画

す
る
の
で
、
み
ん
な
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん

の
組
合
加
入
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
４
月
５
日

か
ら
昼
休
み
や
勤
務
終
了
後
、

役
員
や
先
輩
組
合
員
が
職
場

で
声
を
か
け
、
４
月
22
日
ま

で
新
採
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が

組
合
加
入
し
ま
し
た
。
役
員

が
新
採
職
員
の
職
場
を
訪
問

す
る
前
に
職
場
委
員
さ
ん
に

連
絡
し
、
職
場
で
一
緒
に
新

採
職
員
に
話
す
「
職
場
の
先

輩
組
合
員
の
フ
ォ
ロ
ー
」
が

一
番
効
果
的
で
し
た
。
「
奨

学
金
返
済
な
ど
で
組
合
費
が

負
担
な
の
で
加
入
で
き
ま
せ

ん
」
と
言
っ
て
い
た
新
採
職

員
も
、
自
治
労
連
共
済
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
話
を
す
る
と
「
そ

れ
（
共
済
）
っ
て
組
合
加
入

し
な
い
と
入
れ
な
い
ん
で
す

か
？
だ
っ
た
ら
組
合
入
り
ま

す
」
と
加
入
。
組
合
役
員
・

書
記
や
職
場
先
輩
が
声
を
か

け
れ
ば
か
け
た
だ
け
、
『
い

ろ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
』
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

■
熊
本
・
大
分
地
震
…
被
災

し
た
方
々
へ
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
た
い
で
す
。
私

た
ち
も
対
岸
の
火
事
で
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
来
る
べ
き
南

海
地
震
を
見
据
え
て
「
備
え

よ
常
に
」
！（

西
予
・
山
里
）

■
熊
本
地
震
を
見
て
て
、
防

災
グ
ッ
ズ
の
準
備
を
し
と
か

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、
義
援

金
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
、

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は

少
し
で
も
し
な
い
と
い
け
な

い
な
…
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
今
年
度
は
職
場
の
引
っ
越

し
が
控
え
て
い
る
た
め
、
早

め
早
め
に
不
要
な
も
の
を
処

分
し
な
く
て
は
と
、
何
か
月

も
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
い
ま
だ
に
思
っ
て
い

る
だ
け
で
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」

と
「
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
」

が
大
好
き
で
す
。

（
西
予
・
田
中
）

■
義
姉
の
飼
っ
て
い
る
犬
は
、

僕
が
リ
ー
ド
を
ひ
っ
ぱ
る
と

ウ
ン
チ
を
た
く
さ
ん
し
て
し

ま
い
、
な
か
な
か
前
に
進
ん

で
く
れ
ま
せ
ん
。

（
今
治
水
道
・
春
木
）

■
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
仲
間
と
共
に
一
致
団

結
し
て
当
院
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
津
島
吉
田
・
小
林
）

■
い
つ
も
休
憩
中
に
机
が
近

い
職
員
と
一
緒
に
楽
し
く
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（

西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４７２号 ２０１６年 ５月１５日

■
４
７
０
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ミ
ン
シ
ュ
シ
ュ
ギ
」

（
民
主
主
義
）
で
し
た
。
正

解
は
６
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

越
智

紀
幸
（
今
治
一
般
）

小
林

弘
樹
（
宇
和
島
）

田
中

春
美
（
西

予
）

吉
川

匡
希
（
大
洲
病
院
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月
27
日
【
発

表
】
４
７
４
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①いろいろに使うこと。○○○○○○の

利くスーツ

④乗り入れること。車の○○○○禁止

⑦元気で活気のあるさま。○○○○した表情

⑧スペイン南部の都市。○○○○大聖堂

⑨巧みに言い表すことを「○○○○妙」

【タテのカギ】
①全身黒色で胸に三日月型の白斑がある

中型のクマ

②○○○○○○ばあ

③○○、ツー、スリー

⑤ある地位を占める者の代々。○○○○の

首相

⑥旅の恥は○○○○

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

日
銀
の
あ
る
政
策
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


